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＜連絡事項＞

・接遇向上、苦情処理委員会からの連絡

　第2回目の身だしなみチェックを行います。2回目の自己評価欄へ記入をしてください。期限は2/4（金）となっています。封筒を準備しますので、そこへ提出をしてください。用紙は、スタッフファイルへ入れておきます。

・昨日より昇格試験が始まっています。各自、日時を確認して受験をしてください。

・年末年始に特別勤務手当てを受領した方へ

　12/31～1/3の期間に特別手当を受領した方は、今月の給与で課税処理をしたとの事です。給与明細の「支給欄　他手当項目」「控除欄　その他の控除項目」に受領した合計金額が記載されているとの事です。来年度の年末調整に反映されるそうですので周知してください。

・看護グループ内研修のお知らせ

　日　時:2月15日(火)・2月16日(水)
時　間:17:30～18:30
場　所:病院２階会議室
対　象:介護全スタッフ
テーマ:｢精神科における生活療養指導｣　　

※事前に出欠の入力をしてください。

＜田名部Drケースカンファ＞

・倉橋　生子様～同室者の声（シュシュという声）が気になると話してくる事があるが、トラブルとなる事はなく経過。無愛想は続いているが、易怒性はなくなってきている。引き続き、自己中心的な行動の有無や他者との交流状況、精神症状の観察を行い、他者とのトラブルとならない様、経過観察していく事とする。

診察～眩暈を訴えるが気にしない様にしているとの事。動悸やイライラについても良くなってきているとの事。診察中、他者への不満等を話す事なく経過。

・飯豊　信雄様～時折、表情の硬さが見られているが、妄想様の発言や他者とのトラブルなく経過している。引き続き、経過観察していく事とする。

　　　　　診察～機械音の幻聴が聴こえる事があるとの事。現実の音とはみなさず、「頭の中に鳴る音」と認識はできている。

・菊地　明子様～1/20より、食事摂取やプログラム参加など、取組む事ができるようになってきており、現在は、問題なく経過している。不安や切迫した様子も見られず経過。

　　　　　診察～明日からの定期薬より、抗うつ薬の

リフレックス（15）2Ｔ→1Ｔ、サインバルタ（20）1Ｃ追加となる。

　　　　　　　　調子については、「動悸やイライラがあり、何かやらなくちゃと思えば緊張する」と答えている。1日の中でできる事を考えて生活してみる様、説明を受けている。

・袴田　将志様～行動に落着き見られ、現在、小走りは見られない。保清面に関し、洗面をしない、入浴をしない等不十分な所が多く、指導への理解も薄い。次第に自発性が低下してきている印象である。1/21、今後について面談をしているが、「黙秘権を使います」と言い、話し合いにならなかったとの事。青山荘入所に関して検討が必要。

　　　　　診察～退院後の生活については「家へ帰りたい」と答える。主治医より、青山荘入所について改めて説明を受け、再度、青山荘を見学してみる事にも了解をしている。
































































